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１．事業実施の目的 

 

＜事業実施の目的＞ 
◎事業実施の目的 

小規模の自治体において、持続的・発展的な架け橋期のカリキュラムを開発する仕組みを

どのようにして構築するか。 

 

◎竹田市の課題 

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が策定されたが、具体的なカリキュラムの工夫

や教育方法の改善あるいは幼保小の連携の手がかりとして十分機能していない。 

・スタートカリキュラムとアプローチカリキュラムがバラバラに策定され、理念が共通して

いない。連携が行事の交流等にとどまっている。 

 

◎課題解決に向けて 

「竹田市架け橋期のカリキュラム開発会議」を組織し、カリキュラム開発方針の決定や実

施状況の把握・検証、カリキュラム開発の支援等をおこなう。２年目に「期待する子ども

像」や幼児教育（５歳）と小学校教育（小学校１年）をつなぐ「育みたい資質・能力」等を

もとに、カリキュラム案(竹田市版、南部幼小モデル案)を作成した。それを参考に、全幼児

教育施設および小学校でカリキュラムを作成し、実施検証を進めていく。 

小学校および幼児教育施設は、小学校区（隣接する校区で合同開催も可）ごとに合同研修

会を開催し、各園・校のカリキュラム案の検証を行う。開発会議は、この校区ごとの合同研

修会の支援を行いながら、実施状況の把握・検証をしていく。 

なお、本事業の取組については、大分県と連携しながら進めていく。具体的には、大分県

教育庁幼児教育センター配置の幼児教育スーパーバイザーの派遣により、教材開発・実践に

対する支援、カリキュラムの作成・活用への支援を受ける。教材開発のプロセスや実践事例

及び作成したカリキュラムのモデル案等については、大分県幼児教育センターより県全域に

還流されることで、事業成果の普及に寄与したい。また、研究の成果を冊子にまとめ、県内

を中心に共有していきたい。 

 

 

＜園・小学校の施設数等＞ 

 

 
幼稚園 保育所 

幼保連携型 

地域裁量型 
小学校 

国立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 国立 公立 私立 

施設数 0 2 1 2 5   0 11 0 
園児・ 

児童数 

0 29 31 81 207   0 696 0 
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２．事業実施に当たっての体制づくり 

２－１．組織図・体制図 

 

＜組織図・体制図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（竹田市架け橋期のカリキュラム開発会議） 

大学教授、大分県幼児教育センター、県幼児教育スーパーバイザー、保護者、作業療法士、

小学校校長、幼稚園園長といった有識者で構成。 

架け橋期のカリキュラムの開発等について協議する会議体。 

 

・第１作業部会 

架け橋コーディネーター、小学校１年担任、幼稚園担任、園長、指導主事で構成。架け橋

期のカリキュラムの具体化を行う実務的な会議体。 

 

・第２作業部会 

作業療法士、副園長、指導主事といった有識者で構成。架け橋期の体つくりについて具体的

な活動を提案する実務的な会議体 
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＜体制づくりの進め方＞ 

 
 

○主担当：学校教育課 

○連携先：社会福祉課 子育て世代包括支援センター（現：こども家庭センター） 

 

○モデル園：南部幼稚園、モデル校：南部小学校を指定 

 

○令和４年６月：第１回カリキュラム開発会議（委員の委嘱） 

※子供に関わる様々な立場の人を招集 

・大学教授、県幼児教育センター、県幼児教育スーパーバイザー、作業療法士 

・小学校校長、幼児教育施設園長、市幼児教育アドバイザー、小学校教諭、幼稚園教諭 

・保護者 

・（事務局）学校教育課、社会福祉課 

 （確認事項） 

・架け橋プログラムの概要の説明、竹田市の現状・課題 

・今後の予定・方向性 
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２－２．協力園・協力校 

 

＜協力園・協力校の概要＞ 

 

設置者 施設類型等 園名・校名 幼児・児童数等 
接続園校の

グループ 

公立 
 

幼稚園 竹田市立南部幼稚園 ５歳児 13 名 
 

 

公立 
 

小学校 竹田市立南部小学校 1 年生 29 名  

令和３年度公立小学校等幼児教育施設研修の成果を活用するため、その実績を基に協力校

（南部小学校）を指定し、協力校へ研修修了した教諭を派遣した。その接続に係る園（南部幼

稚園）を協力園に指定して研究を進めた。 

２年目に協力園の保育参観、協力校の授業参観および協議に市内の全幼児教育施設と全小学

校に参加を促し、架け橋期のカリキュラムについて周知していった。 

 

＜自治体と協力園・協力校の連携・協働の取組＞ 

協力園と協力校については、カリキュラム案作成、２年目、３年目の保育参観及び授業参観

を行った。その際、保育や授業の案作成などを作業部会として実施し、県の架け橋コーディネ

ーターと市の指導主事が共同で作業を進めていった。実施後も検証及び修正を一緒に行った。   

日程調整がうまくいかなかったが、オンラインの会議や架け橋コーディコーディネーターの

役割分担を行うことでスムーズに進めることができた。 

 

＜協力園と協力校同士の連携・協働の取組＞ 

協力園と協力校については、園長と副園長が兼任していることで情報の共有はできていた。

その中でお互いの教育課程を理解するために保育参観や授業参観を進めていた。しかし、お互

い医を見る時間がなかなか作れないでいたが、保育参観期間として１週間設定し、校内体制の

調整で空き時間をつくり、職員が参観できる体制づくりをすすめていった 
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２－３．協力団体等 

 

＜協力団体等の概要＞ 

 

団体等名 団体等の活動概要 

竹田市教育保育協議会 保育所・認定こども園・私立幼稚園で組織する研究組織 
 

竹田市公立幼稚園会 公立幼稚園で組織する研究組織 
 

竹田教育研究会 小中学校で組織する研究組織 小学校には学年別の部会が組

織されている 
 

 

＜各協力団体等との連携＞ 

 

どの団体に対しても、架け橋期のカリキュラムについて周知を図っていったが特徴的な取り

組みとして。 

 

○竹田市教育保育協議会 

竹田市幼児教育アドバイザーを中心に保育参観を企画し、指導主事を招聘して、子供の姿を

基にした研究協議や架け橋期に期待する子ども像についてのワークショップを行った。また、

保育士に対しての研修については、土曜日の午後や夕方に企画しながら周知を図った。 

 

○竹田市立公立幼稚園会 

年３回の研修会では、架け橋期のカリキュラムの作成・検証について研究テーマとし、保育

参観やレポート作成を通じて、理解を深めていった。 

 

○竹田教育研究会 

小学校１年生部会を組織し、スタートカリキュラムの検討・改善をおこなった。また、１年

担任を校内幼小連携担当として任命し、主体的な取り組みを進めるとともに、情報の共有を図

った。 
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２－４．架け橋期のコーディネーター等 

 

＜架け橋期のコーディネーター等の概要＞ 

 

新規／継続 
事業に関わった 

年度 
役職名 経歴 

新規 令和４～６年度 架け橋期のコーディネーター 
元公立小学校長、大分大学

教育学部付属幼稚園長 

＜架け橋期のコーディネーター等の役割等＞ 

架け橋期のコーディネーター：大分県幼児教育センター スーパーバイザー 

 

大分県幼児教育センター スーパーバイザーをカリキュラム開発会議委員として任命。竹田市

架け橋期のコーディネーターとして第１作業部会を担当。開発会議において、架け橋プログラ

ムの概要説明や今後の取組について説明をしていった。 

その後、モデル園・校の保育・授業づくりについて、常に相談にのり、日常的に遊びや学び

について担任に示唆を与えていた。その中で、小学校１年担任と幼稚園担任が架け橋期のカリ

キュラムについて理解を深めるとともに、日常的に連携が取れるようになっていた。 

各地区での合同研修会の際には大学教授とともに、参加し概要説明やワークショップを通じ

て、架け橋プログラムについて広めていった。 

保育、授業参観に参加する姿勢についてのワークショップでは、それを事後の協議とつなげ

て、教職員の園児児童の見取る力を向上させたことが特に秀逸であった。 
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３．架け橋期のカリキュラム開発会議 

３－１．会議委員等 

 

＜会議委員一覧＞ 

会議の代表者氏名 加藤陽一・吉岡次郎 他１８名（実人数） 

会議委員氏名 
所属機関 

所属・職名 
具体的な役割分担 従事期間 

志賀 哲哉 教育長  令和４年４月～７年３月 

加藤 陽一 南部小学校 校長 座長 モデル園長、モデル校長 令和４年４月～５年３月 

吉岡 次郎 南部小学校 校長 座長 モデル園長、モデル校長 令和５年４月～７年３月 

麻生 良太 大分大学教育学部教授 指導助言 令和４年４月～７年３月 

小林 里絵 
大分県教育庁幼児教育

センター 主幹 
指導助言 第１作業部会 令和４年４月～６年３月 

眞田 貴弘 
大分県教育庁幼児教育

センター 課長補佐 
指導助言 令和６年４月～７年３月 

武津 智美 

大分県教育庁幼児教育

センタースーパーバイ

ザー 

指導助言 第１作業部会 令和４年４月～７年３月 

阿部 優樹 保護者 指導助言 令和４年４月～７年３月 

古澤 尊士 保護者 指導助言 令和４年４月～７年３月 

森 ひろみ 
荻げんきこども園 園

長 
モデル園 園長 令和４年４月～５年３月 

甲斐 美紀 
なおいりこども園 園

長 
竹田市幼児教育アドバイザー 令和５年４月～７年３月 

工藤 智子 都野保育所 所長 竹田市幼児教育アドバイザー 令和４年４月～５年３月 

伊井 雪江 竹田保育所 所長 竹田市幼児教育アドバイザー 令和５年４月～７年３月 

吉岡 洋子 しらゆり幼稚園 園長 指導助言 令和５年４月～７年３月 

猪股 良継 
都野小学校校長（元指

導主事） 
第２作業部会 指導助言 令和４年４月～７年３月 

釘宮 公美 南部小学校 教諭 第１作業部会 令和４年４月～７年３月 

吉野由希子 南部幼稚園 主幹教諭 第１作業部会 令和４年４月～７年３月 

兒玉 敬祐 

どんぐりの杜クリニッ

ク作業療法士 ビジョ

ントレーナー 

第２作業部会 令和４年４月～７年３月 

永井 知佳 
府内大橋こどもクリニ

ック作業療法士 
第２作業部会 令和４年４月～７年３月 

後藤いずみ 社会福祉課 課長  令和４年４月～７年３月 

渡邊 早苗 学校教育課課長  令和４年４月～５年３月 

渡邊 幸美 学校教育課課長  令和５年４月～７年３月 

森  淳史 
こども家庭センター係

長 
 令和４年４月～６年３月 
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小川  南 
こども家庭センター主

査 
 令和４年４月～７年３月 

田辺 秀樹 学校教育課 指導主事  令和５年４月～７年３月 

    

 

＜会議委員の決定プロセス＞ 

子供に関わる様々な立場の人を選出し、新設した 

（開発会議委員） 

・有識者：大学教授、幼児教育センター スーパーバイザー 

・保護者代表：公立幼稚園保護者、私立幼稚園保護者 

・作業療法士 

・小学校：校長、教諭 

・幼児教育施設：公立幼稚園園長、公立保育所所長、私立幼稚園園長、幼稚園教諭 

・竹田市幼児教育アドバイザー 

・行政機関：社会福祉課長、学校教育課長、指導主事 

 

※モデル園長（校長）を座長として運営 
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３－２．開催実績 

 

＜開催実績＞ 

令和４年度 

開催日時 議事次第 主な検討内容・決定事項 

6月 27 日 

15 時～16時 30分 

・本事業およびカリキュラム開発会

議の役割の確認 

・竹田市の現状・課題 

・調査研究計画 

 

開発会議の委員を委嘱し、作業

部会を 2 つ組織することを決

定。年間計画を決定 

9月 27 日 

15 時～16時 30分 

・作業部会の進捗状況 

・研究会の内容について 

・今後の予定 

竹田市の実態の交流。目指す子

ども像について検討。・研修会

を実施し、双方の教育（保育）

理解を深めていく事が重要 

 

 

令和５年度 

開催日時 議事次第 主な検討内容・決定事項 

4月 20 日 

15 時～16時 30分 

・作業部会の進捗状況 

・目指す子ども像の設定 

・調査研究の計画 

目指す子ども像について設定。

市内 4 ブロックでの合同研究会

の実施およびモデル園・校にお

ける公開研究会の実施決定 

2月 19 日 

15 時～16時 30分 

・作業部会の進捗の報告 

・公開研究会の総括 

・来年度の予定 

各校に幼小連携担当を置くこと

を決定。公開授業を各ブロック

で実施することを決定 

 

 

令和６年度 

開催日時 議事次第 主な検討内容・決定事項 

８月１日 

15 時～16時 30分 

・合同研修会のまとめ 

・調査研究内容の報告 

・報告書の作成について 

開発委員として、市内 4 ブロッ

クで行った合同研修会に自由参

加してもらい、その様子や感想

を交流し、合同研修会の方向性

について協議を行った 

1月 28 日 

15 時～16時 30分 

・研究のめとめについて 

・今後の方向性について 

3 年間のまとめとして、各作業

部会より報告をし、来年度の方

向性について確認をした 
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３－３．成果と課題 

 

＜架け橋期のカリキュラムに関する議論＞ 

 

○１年目 11 月より市内４ブロックにおいて幼保小合同研修会を実施。 

・架け橋期のカリキュラムについての概要説明 

・「幼児期に期待される子どもの姿」を基にワックショップの実施 

・目指す子供像を全職員にアンケートとして聞き取り 

 

○２年目４月に竹田市教育ビジョンの目指す子ども像と照らし合わせながら、設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（アンケートの結果） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹田市の架け橋期の目指す姿から、架け橋期の資質能力を設定した。それをカリキュラム

の柱として位置づけた 

 

その後、幼稚園、小学校に分かれて、架け橋期のカリキュラム作成を行った 

詳細は別添資料参照 

 

 

「架け橋期に期待する子ども像」をどのようにして設定したか l 
令和4年度「幼保こヽJヽ合同研修会」（プロック別・全教職員参加）
【目的】幼児教育と小学校教育の連携と接続・ r架け橋プログラム」の理解

［内容】・小学校 1年生の授業公開

・講義・演習「幼児教育と小学校教育の連携と接続の推進について
～『架け橋プログラム』の実施に向けて～」

Pl7 

研修会を踏まえ，竹田市の教育ピジョンや現在の子どもの姿等をもとに、「架

け橋期に期待する子ども像」について、各小学校・園からアンケートをとる

教育委員会がとりまとめる

カリキュラム開発会議（架け橋協議会等）て協議・決定

考えをもち し 関わり 柘り複い ごめんなつし， 伝え合い
表現する子 関心 道徳性 感じる 自然 役心ぃ 認め合う子

友だち 友達相手 喜び 守る エす夫 やり遂げる
顧意識 関わる ルール

興味思い良い伝える覧畠ご能力

：；` ｀ ：＼協ヵ考える 自゚立考ス方
目立的 健康 合う 態度 心行動生活 安け入れる

叩 新し1¥ 

かかわる 瓦四

規則正しい 我慢 言葉 遊ぷ

探究心をもち
粘り強く

取り組む子

ありがとJ
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＜会議設置による成果と課題＞ 

 

第３回カリキュラム開発会議に置いて、目指す子ども像を協議した。大学教授や学校職員、

幼児教育センターより意見が出され、決定されようとした。そこで、ここまでの話し合いにつ

いて、保護者に意見を求めた。「よくわからない」「わたしたちはこの会議に必要なのか」と

意見が出された。また、校長より「汎用性の高いものでなければ浸透しない」との意見も出さ

れた。幼児教育施設関係者からは「作成に向けて自身がない」という意見が出された。誰にで

もわかり、誰にでもできるカリキュラムを作成することが立場を超えて協働できるということ

が確認された。 

 

市民に対してわかりやすいカリキュラムに向けて、有識者及び保護者、学校職員が参加し、

そこで協議することが重要であることが確認された。その後の開発会議では、すべての参加者

が発言する形で進められた。 

  

「架け橋期のカリキュラム開発会議の設置 I 

「『竹田市架け橋期のカリキュラム』開発
会 議」（教育長恙加）

［ 
・モデル校校長，教約
・モデル園 副園長数胡

ドパイザー）
＇心 ““'mf= R'T杖口 出」可幼児教甘アドパイザー）

表 団 長
噌大分大学教育学部准教授

'・大分県教育庁幼児教育・センター 2名
: 9イネーター

• ri,:桑療次士 し＇怜つく.,.Iロソラム」を行うため） 2 
・保護者代表（薗・小学校各 1名） 2名
心；h今・坦 址邁！f這兵乙令宝：ヽ 2名

2
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４．架け橋期のカリキュラム 

４－１．開発プロセス 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「架け橋期のカリキュラム開発作業部会」の設置 I 

r『竹田市架け橋期のカリキュラム』開発作業
部会」
＊主としてモデル校・園が作

［構磁員】湯斎EIテては7校7園に分かれて作業

）教原（副回長兼務），教務-I年生担任

・=-r.斤 "̀,."へ育センター

ーデイネーター）

；合

百施設の長 3名

• 印双丙)"J攻況欧再亡ンター 2名
・学校教育謀（謀長を含む）
・社会福社課：

⇒作業部会の途中経遇を委員の大分大学教育学部麻主
教授に報告し，指導・助言t得る

架け橋期のカリキュラムの作成まてに
（南部幼小モデル校・園）

］：：：：；：のプロセスを見'・

架け橋期のカリキュラムの作成について
（南部幼小モデル校・園中心に）

①②③④⇒竹田市で共通しておこなうもの

: 

「竹田市架け橋期のカリキュラム開発会議作業部会」て＂作

成したもの

⑤⑥⑦⇒各園・小学校て作成するもの
現在していることを各園・小学校で見直し，共通理解を図り

ながら作成するもの
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具体的な作成手順として 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

| 「架け橋期に期待する子ども像」をどのようにして設定したか I 

令和4年度竹田市学校教育ピジョン
【基本方針】主体的に学び，未来を創造する子どもの育成
【重点目標】
将来の予測が困難な時代において，情輻を活用しながら他看と協力し自

分の考えを形成していくとともに主体的に学び続ける子どもを育成する
0情報活用能力 0協働的な学び
0自分の考えを形成する力 0主体的に学び続ける意欲

瓢直塙饂•
架け橋期に l0どのような姿ーを網待するのか

0どのような責質・鑢力を青むといいのか

CD「架け橋期に期待する子ども像」（共通）

「架け橋期に期待する子ども像」を市町村の教育
ビジョンや現在の子どもの姿等から設定する

＂に零び車皐＇創遍する子ども～貫景＂予瓢が●●な疇＂におし‘て● ●●t,..しな●’““と●●し●合"’"··して以ヒともに皇暢嗣に零び鑢"曇予どもti●T•-
0•え●鳳〇潰輯ば●嶋力0な零び o.....會え9 馳重9●力〇皇鼻”'e 学び戴99●●績

膏えtもち量職する子 伝え會い饂II)含う子 撼寅心をもち蒻り肇くIll’l●む子

| 「架け橋期に期待する子ども像」をどのようにして設定したか I 

令和4年度「幼保こヽJヽ合同研修会」（プロック別・全教職員参加）

【目的］幼児教育と小学校教育の連携と接続・「架け橋プログラム」の理解

【内容】・小学校 1年生の授業公開

・講義・演習 r幼児教育と小学校教育の連携と接続の推進について
～『架け橋プログラム』の実施に向けて～」

Pl7 

研修会を踏まえ，竹田市の教育ピジョンや現在の子どもの姿等をもとに、「架

け橋期に期待する子ども像」について、各小学校・園からアンケートをとる

教育委員会がとりまとめる

カリキュラム開発会議 （架け橋協議会等）て協議・決定

考えをもち ｀ r,mり 幻包い —/J',“5 上し、 伝え合い
表現する子 r，9心 n四牛 感じる 自然 役l心） 認め合う子

印； 友達相手 ぷひ 守る 工夫 やり遂げる

叩這 関わる 楽しむルール

興味忠い息凡‘伝える 表現だ血

叫ち 考え 伍し：，協ヵ考える ゜ 有立と入力

試1J1:：的 健康 合う 態度心行動生活r□?、1.At
h'h'わる
四 m甘 言葉 俎ぷ

探究心をもち
粘り強く

取り綽む子
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出ねi

②「架け橋期に期待する子ども像」の

具体化（共通）

「架け橋期に期待する子ども像」に向けて，

幼児期の終わりまてにどのような資質・能
力を育みたいか，子どもの姿を具体化する
r考えをもち表現する子」
「伝え合い認め合う子」

r探究心をもち粘り強く取り維む子」

③遊びや学びのプロセス（共通）

卜〇も＂の＂賢
や仕編lみなど
を轟じ諏っ,,
.,量-9,.,=‘9
ャる（知•II.
1の碁鴫）
0菫•ヽな言量
々饗瑣lt身9:
..,19ふ l...
誼，，基印

Ollllしたこ
りどや鴫じたこ
と．會えたご
りとなど＂表畷
iする（累 ・
阿，表6〗贔

..) 

伝え合い
U・め合・う子

og分と’’',
る考え1こ鼠づ
き互いの肴i
などを共禽す
"l知 ・Ii"
轟嶋）
o~ , 庫j剛し

f、'1喝ん・し
f.’9ずみ
（患 ，皐j.
の基嶋） 』

〇右9」̀ 9囀・

「架け橋期に期待する子ども像」の育成に向けて，

遊びや学びのプロセスをどのように深めていくのか

,.'---
慶ずる3

R5歳児に必要な経験や体験（共通）

②のような子どもたちを育てるには， 5歳児には
どのような経験や体験が必要なのか

いや亨えを伝え合9‘”‘ら、左だち と的…布しは鴫するこヒ E壷しむ
る。如合う．憶力ずる ． 瓜L をもっ、祈り合い rつ"●、』レー』し"”,•'ど）~ 

',ftなピで 鞭しみ．選びや釦生9中イ便4事しさい鴫じる
- -- - - - -- --

身近なa然や動鳩物14輿嗅や間・"ともぢ． 間わる（世絲とずる贔讚び1：戟＇j入れ...仕輯み1：昂づくなピ9

..本や物絹などにtiしみ·貪●やイメー ジ シ●かにす•

鳩々な出膏事や鷺Ill：触れ疇じたこヤや噌えた こヤt侵覗して驀しむ（歌う鱈彎II合紀う、かく、つ（るなど）

⑤各園で展開される主な活動（各園て）

④を踏まえ，ねらいに基づいた各園て＇展開される

主な活動（幼小交流活動を含む）
＊【 】は遊び・活動例
＊◇遊びーー中,=r期待―ずるー「幼児で浪9うりまてで育って

ほしい姿」（到達目標て・はない）

1 9 

-
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⑥指導上の配虚事項（各園・小学校てさ）
0園く 保育者の援助・環境の構成等

0小し 教師の指導・環境づくり等
＊日頃の実践をもとに考える

＊「期待する子ども（像）」の育成に

向けてどうすればいいかも考える

各園 各小学校

. 、 • . . 0安心して字べる遷壌囁；直→—夏遍しをしっててさる机覚的9乙=m 、 .. 

〇子どもの員唸 • 閲心を引き出す瀑入のエ天 0rスクートカ’Jキニラム“"う1111は安心しで乎胃がスタートでさるようじ奮鳴
〇見遇しtも1がJ．轟＇’迅→たりで5るように場を霞""' I ◊間がJを広,,~支援⇒ ベ"i' • ダ9い—ブ・学純 ・学校全体へ 0牛験活動

Q見守贔， 一糟I鳴動U .J!:らすかなピ場14応じた言冒9'91中II助ti『う 0関1111への出合わせ方、児量＂量謳 m滋礼転’1返’9を大切1こした11i逼計石
0「111-rはどうしでた？」「どうえう？，「ビうしたらいいヒ日う？」など紅駿の9』l

⑦家庭や地域との連携（各園・小学校て，，）

0幼児教育と小学校教育のつながりや「架け橋期の

カリキュラム」について，どのように理解を図るか
0園・小学校て共通して行うこと
0市全体て行う 「体力づくりプログラム」（たけたん

体操）の普及⇒共通

幼児較頁ど小学校教育のつなが’1、 r栞1中惰閉＂力 ’1キュうム」等についてのl!I'蛸（保讃者台．入圃・入学説明令．学絞憂営協議会、過

1T田市：ピも rせ'·`ゎ•つ TOP I ~ , I 幼児暦） O)活Ml l r 面'"っ 子 生活の約ゑ ， ＇’ 

ヵづく’Jブログぅム（ rた1trcん杯損Jの贄A)
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４－２．架け橋期のカリキュラムの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

96.8改訂竹田市架け橋期のカリキュラム（南部幼小モデルプラン） Ver.4 
叫 mm渾 11ビジ●ン 主鱒的；E公屯．：：mし ；：：穴；：：；：芯 ；5.：：ご ，：出s:;r・・・m・・・してい““'0羞●●に零べ '’”“" ” 贔・―

囀え をもち量環する子 伝え會い濾1/)會う 子 覆寛心をもち釦董＜駁リ●む子

三 三完云心塁〉ii；血ふ玉む;...
9鴫じ駅99、
リ気づいた り

言言言こ言言且芦戸三；：ど） ）： 髯1各[9盈 ．の●

蟻”▲ 教 女賃●な夕と憾
科 雌•“",..ヽ•

わ’l
伝え合い 等 ●遍•巳峨蜀．．＂

臼め合う 子 ●●A 
の ●●量9くよ●伝え●

)B分と貫，・ 掌 ‘̀ 
．` え9こ員→
9夏いが膏ぇ び ●● ...,... 
など9たが
る(,,,．知
贔遺）
OBら●J断し
た''"え凰し
た＇』``
（司， 9J・畿
の基遭）
O•だらと 急
入●妥育し．

•む•”':
“'て双9
綸乙（学
人）

即
”る．予
する、試9

工夭するなど
”（患 ・

· ••曇

ヽ分が’l
r.9‘ ーヒ●あ

罪 こや

〇笥しい膏え
9 9み出す •
“碍わいな
がら日分の9
えをJ•, . , . 
如：言● ◇ ‘ス,-,カリキ,,ム』が9覧は安心して学冒9’ス9-9てきるよ う9:.•集中馳み闊•"'"9聞目に行う
(9，人） ◊五J を広l””→ベア・ダ9ぃーア・ 9鼠・亭授仝飩へ 0心 19駆を釈’J入れる

したい？」 ＇どう する 7」なピ．子どもの●え99l 3出す言稟かl9t行' l | ;9：字霊‘?」"字呼ぶ翌tで詞雷？界黛的吐~::錠し，交濃し台，．隻4• 91 を ＂＇
喜I;！ ： 琴芸孟彗塁塁ご竺＇行う (2学閉：；芋芦’ーうに芦塁出ぷ999

つなが，，が架99惰如切われ」尋99ついての瑶疇叫担（保護宅令，人園・入字は明令．7咬運甘協類令，遍に、HPなどで

ュ： 戸 ご ＇や亭ひ，，フロセス）は 小和 が な が’Iン一卜1讐性99（停閉ごと9C厠倶" ”氾心鵬讐へ）小 ぼ 99暢覇0血 ）（幼伍ヌ濃） 1位 1ヽ合細研m)尋9こついてH叶遍／kて●知 —―二
心 1 "面声匹芯⇒TOPTo--;T幼ー店向” ― > .わ子釦•，，的景』 'lヽ一子字冒m 」
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リキュ9ムJ険U●鱗

停力づく')70グラム（＇たけたん停 鸞J，，鸞及）

竹田市架け橋期のカリキュ ラム （作成の視点l匹坐）は竹田市共遁してお こなうも の I I竿ゆは各属・ 小学校て共遁踵鱗 を霞りながら作風...るもの I R5.623現在

：叫竹田市柁青 ピシ • ノ 主体的はtか忠四：え：：芯霊ンや現在の：：：9：̀ Ill定した r案 99檜：；？”·ェェッ＂~ I,．戴Tじ

1: , 1 V 99 99 9 ， いめ•- · 子

圧I~’蒙9；；簡に111待する子ども像9 の：：；：こ？；ti？ご 、ー ：ニロ『： 忘 ，・蒙9- -る子ども像9の；釦 真 9,tて学；のプロ；，スをどのよう9ヽ漂めていくか

ロここ二iinl

幡 ロ
ーで

誓汀塁告：電
心•西ヒ
吐 ●●津ヒ

蜆厩

小学校 1年生の生活科を中心と した皐元槽咸

は 古 ‘， tえ ば芯を字？：幼を含むl)

女幼児JIIからつながが幼l!.JIIの終わりまて9:IIってほしい姿J

太字の艘科名＝含科的 • 関連的指導を行う艘科
9ートカリキュラム」 の位置づけ（実籍鰭闇等）

項

の指導等

*B頃の実践をもとに考える

国るか

た19たん体操）の讐及 （竹日市共過I
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４－３．架け橋期のカリキュラムの実践 

（１）カリキュラムを基に、モデル園・校で実践。保育公開、授業公開 

（２）作業部会で実践の振り返り 

（３）「遊び（学び）のプロセスとしてまとめる。 

（４）カリキュラムの修正（現在 Ver.４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

架け橋期のカリキュラムの評価・改善
（南部幼小モデル校・園にて）

| 「竹田市架け橋期のカリキュラム」（南部幼小モデルプラン）のj
検証

南部小学校・幼稚園の公開授業・保育

及び幼小合同研修会 (R5年6月・II月）
．「期待する子ども像」に沿った授業・保育の検証 _P17 

．「竹田市架け橋期のカリキュラム（南部幼小モデルプラン） 」改訂版の

発行 P3 
・遊びや学びのプロセスシート発行 P21 

（南部幼稚園・小学校の実践からプロセスと資質・能力を見取ったもの）

・幼小 「学びのつながり」シート（南部幼稚園）発行（協慟） P41 

⇒「学びのつながリ」の見える化， 小学校・家庭・地域への理解促進へ

1ら
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架け橋期のカリキュラムの評価・改善
（南部幼小モデル校・園にて）

1 南部幼稚園・小学校の教育課程の見直し・作成 j 
0南部幼稚園教育課程案の見直し

•項目の検討 ・教育課程案作成 P13 

0南部小学校教育課程案 (I年）の見直し

・単元配列表 (I年）の付加・修正 t. Pl4 

・スタートカリキュラムの見直し（幼小てう , P15 

・幼小交流活動計画の頁作成 ヽ P35

1 評価・改善を継続 I 

架け橋期のカリキュラムの作成に向けて
（市内全校・園にて）

プロック別研修会の実施

各園・小学校の教育課程・指導計画等の作成

0各園カリキュラムの作成

施設長等研修会（拡大作業部会）の実施

・モデル案をもとに自園のカリキュラムを見直し，作成

0各小学校カリキュラムの作成

・モデル案をもとに自校の力 ＇）キュラムを見直し，作成

互いのカリキュラムの交流・幼9Jヽ交流活動の計画・位墨づけ等
⇒r架け橋期のカリキュラム」の各校・園版作成（プロック別）

見直しの視点

見直しの視点①

園て展開される主な活動

について
・プロセスや必要な体験に
沿ったものになっているか？
期待する子ども像に向かっ
ていくものになっているか
（資質・能力が育まれるよう
なものになっているか） ？ 

見直しの視点②

園・小どちらも 「期待する子

ども（像）を育てるために必
要な「指導上の配慇事項」
は他にはないか？

見直しの視点③
幼小の連携についても記入
した方がいいのではないか？
⇒項目の追加

，．ー ··e.«ぶ“‘べ • ・・・・・ し●が` ＂ と●●し●●●●A.....い99ヒ` は
0●●●●土．．~．．．。．．｀こ●U｀.....

直しの視点①

小学校の生活科を中心

とした単元構成について

・幼児期からつながる「幼

児期の終わりまてに育っ

てほしい姿」

・合科的 • 関連的指導

「家庭や地域との連

携」の取組は他にな

しヽヵヽ？
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５．自治体の支援 

５－１．研修の実施 

 

＜実施した研修の概要＞ 
令和４年度 

実施日 研修名 実施形式 対象者 研修内容 

10 月 7日 
幼小接続地区別合同

研修会 
対面 

小学校教諭 

幼稚園教諭 

保育士 

幼保小の架け橋プログラム

のの実施に向けて 

10 月 18日 小学校 1年部会 対面 
小学校 1 年担

任 

スタートカリキュラムにつ

いて 

10 月 24日 小学校 1年部会 対面 
小学校 1 年担

任 

スタートカリキュラムにつ

いて 

11 月～2月 
地区別合同研修会 

（全 7か所） 
対面 

小学校全職員 

幼児教育施設

職員 

来年度ののカリキュラム作

成に向けて、目指す子供の

姿について 

 

 

令和５年度 

実施日 研修名 実施形式 対象者 研修内容 

5月 23日 
竹田市公立幼稚園 

全体研修会 
対面 幼稚園職員 

カリキュラムの説明、ワー

クショップ 

6月 23日 
南部小学校公開研究

発表会 
対面 

小学校 

幼児教育施設 

開発委員 

各市町村 

授業公開 

研究協議 

カリキュラムの説明 

9月 6日 
幼小接続地区別合同

研修会 
対面 

小学校教諭 

幼稚園教諭 

保育士 

説明「幼保小の架け橋プロ

グラムについて」 

講義・演習「架け橋期の教

育の充実に向けて」 

9月 8日 
竹田市教育保育施設

長会議 
対面 

幼児教育施設

園長・職員 

カリキュラムの説明、ワー

クショップ 

11 月 16日 
南部幼稚園公開研究

発表会 
対面 

小学校 

幼児教育施設 

開発委員 

各市町村 

授業公開 

研究協議 

カリキュラムの説明 

11 月 21日 地区別研修会 D 対面 
小学校、保育

所、こども園 

小学校 1 年生授業公開。研

修「保育所、こども園の大

切にしていること」 

11 月 21日 地区別研修会 C 対面 
小学校、保育

所 

小学校 1 年生授業公開、研

修「架け橋カリキュラムの

説明」ワークショップ 

1月 27日 地区別研修会 B 対面 
小学校、保育

所 

小学校 1 年生授業公開、研

修「架け橋カリキュラムの

説明」ワークショップ 

2月 2日 地区別研修会 A 対面 
小学校、保育

所 

小学校 1 年生授業公開、研

修「架け橋カリキュラムの
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説明」ワークショップ 

 

 

令和６年度 

実施日 研修名 実施形式 対象者 研修内容 

5月 23日 合同研修会 直入小 対面 

小学校、幼児

教育施設、開

発委員 

小学校 1 年生授業公開、研

修「架け橋カリキュラムの

説明」ワークショップ 

5月 29日 合同研修会 南部小 対面 

小学校、幼児

教育施設、開

発委員 

小学校 1 年生授業公開、研

修「架け橋カリキュラムの

説明」ワークショップ 

5月 29日 合同研修会 都野小 対面 

小学校、幼児

教育施設、開

発委員 

小学校 1 年生授業公開、研

修「体つくりの説明」ワー

クショップ 

6月 14日 公開保育 竹田保 対面 保育士 

４歳児保育参観、研修「架

け橋カリキュラムの説明」

ワークショップ 

6月 21日 合同研修会 竹田小 対面 

小学校、幼児

教育施設、開

発委員 

小学校 1 年生授業公開、研

修「架け橋カリキュラムの

説明」ワークショップ 

7月 19日 公開保育 玉来保 対面 保育士 

４歳児保育参観、研修「架

け橋カリキュラムの説明」

ワークショップ 

10 月 7日 
幼小接続地区別合同

研修会 
対面 

小学校教諭 

幼稚園教諭 

保育士 

説明「幼保小の架け橋プロ

グラムについて」 

講義・演習「架け橋期の教

育の充実に向けて」 

10 月 21日 合同研修会 祖峰小 対面 

小学校、幼児

教育施設、開

発委員 

小学校 1 年生授業公開、研

修「体つくりの説明」ワー

クショップ 

11 月 6日 合同研修会 南部幼 対面 

小学校、幼児

教育施設、開

発委員 

小学校 1 年生授業公開、研

修「架け橋カリキュラムの

説明」ワークショップ 
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＜研修の成果と課題＞ 
保育（授業）参観の見取りから「子どもの姿」と「指導」について、明らかにし、育んでい

る資質・能力をグループで協議していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者の感想】 

○今回、初めて公開授業、研究協議に参加させていただきました。小学１年生の子どもが友

達の話を聞くことができている姿に感心しました。今回の南部幼小のカリキュラムを元

授業参観カード

校・園・所名（ ）名前（

＊子どもの様子，教師の詣導・環境づく＇）などをよく見て．付箋に記入してください．事後の協議て

使用します．

0例のように，横向き，横書きて記入

01つの項目を 1枚の付箋に記入

o-番下に校•園・所名 ． 名前を記入

◎黄色のカード⇒子どもの姿

子どもが主体的に学んていると感じた姿を
記人

【例】
気付いたことを自分から追んて友達に伝え

てし‘た．

県幼児教育センター試津

0ピンクのカード⇒教師の籍導・環境づくリ

教飾の指導・環境づくリて効棗的だと恵う

三 を記人

［例）
「5つの漏べるカード」により、観察の視点

を11Jlらかにしたことて．子どもたちの気付き

が広がった．

彙幼児教育センター 武津
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に、今の保育（あそび）を再度職員で考えてみる機会を作っていこうと思います。（保育

所） 

 

○生活科の授業を見て、幼児教育に近いなと感じ、幼小の連携・接続を感じられる提案授業

でした。また一つ小学校を知ることができ、日々の保育につなげることができそうです。

架け橋期のコーディネーターのお話もわかりやすく、架け橋期のカリキュラム作成の流れ

を確認でき、整理ができた気がします（保育所） 

 

○昨年度まで園にいた子どもたちののびのびとした姿を見て安心しました。小学校の先生と

意見交換でき、勉強になりました。（こども園） 

 

○幼稚園で行ってることや幼稚園で体験したこと、学んだことを授業に取り入れてくださっ

ており、子どもたちが生き生きと学習している姿、主体的に活動する姿が見られて、素晴

らしい授業でした。私も幼稚園の保育について見直したいと思いました。また、グループ

ワークでは小学校の先生方と実りある協議ができ、今後も続けていきたいと思いました。

（幼稚園 

 

○年長児がいないのですが、架け橋プログラムにつながるような保育の活動に取り組んでい

きたいです。（保育園） 

 

○今まで以上に幼保小が連携や協働しやすい環境を作っていただけること、とてもありがた

いと感じています。（保育園） 

 

○架け橋期にねられたカリキュラムを組めば、１年生でも、考えを持ち表現でき、伝え合

い、認め合い、探究心を持ち、粘り強く取り組めると実感した。自分の学級でも「五感」

を意識して、様々なことに実践していきたい。（小学校） 

 

○授業の中で自分たちの経験を振り返った発言をいかに引き出せるか、子どもたちも「知っ

てる！経験してる！」と自信を持って伝えられる事がよく分かる温かい授業でした。（小

学校） 

 

○「校区でつながる機会を早く持ちたいな」「子どもを中心にした話をしていくとどんなも

のが生まれるかな」となんだかワクワクしてきました。良い学びをさせてもらいました。

（小学校） 

 

○授業を通して、子どもたちが安心して学びに向かっていること、表現し伝え合おうとして

いるところ、とても勉強になりました。協議では保育園の先生ともお話できて、子どもを

見る視点についてなど、たくさん知ることができました。（小学校） 

 

○今まで、「園は園」「小学校は小学校」という意識がどこかにありました。でも、今日の

授業やワークショップを通して、子どもにとってはつながりがあるので、そのつながりを

最大限活かしていきたいと思いました。（小学校） 

 

○幼保こ小のつながりや継続的な学びを見ることができました。子どもたちの気持ちや考え

がたくさん出てきて、とても良い授業だと思いました。スタートカリキュラムだけでな

く、２年間というスパンで考えられるよう学びを仕組んで行く必要があると感じました。

（小学校） 

 

○子どもを真ん中にして、まずは学校種を超えて、教職員、関係者がつながることの大切さ
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を改めて感じました。（小学校） 

 

○幼児期のプログラムをどのように小学校につなげていくのかという新しい学びがありまし

た。参加してよかったです。（行政関係者） 

 

○公開授業での先生の言葉かけにより、子どもが生き生きと活動する姿がとても印象的でし

た。ワークショップで小学校の先生と幼児教育施設の先生が普段どうしているかという話

をしていて、つながりを生む良い時間だったと思います。今日学びを活かして進めていき

ます。（行政関係者） 
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５－２．教材等の作成 

 

＜作成した教材等の概要＞ 

○遊びのプロセス：幼稚園の遊びの様子をまとめたもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遊びのプロセス幼③ 竹 田市立南椰幼稚薗 III月上旬（III月2日ー151日）『秋のお店屋 さんごっこ」

［ねらいl秋 の自然物を這 れこ取り”ぷ，友だちと考えを出し合い，工夫したり協力した＇）しながら， 邁びを遺めていく崇しさを疇 わう．

［内零］秋の自然掬を便って．友だちと一緒にお店墨さんご9こを楽しむ．

［遊びのブロセス］＊週びの中で胃田れている資買能力を次のように表していと＿ ．． l・観 --• -·一•一•一•一•一•一•一•一•一•一•一•一•一•一・ー・ー・ー•一・ー•一•一•一•--------- ---------• 一•一•一 ・ ー•一•一•一•一•一•一•一•一•一•一•一•一・ー•一 •一•一• 一・—•---------： 子ピもたちは．我か〇逍L足や薗外保育ず拾って”た白名籍を白分のあそびに限＇」入れて 葦しんでしヽ ふ．そこヤ保育墳が‘トンがJや置っぽべ＇9,慈ち棠と雙って9う l 

！スみ 「おG息さんごっこをしよう！」ヒ＼ うヽことにな9,.... 

---- ---------•一•一•一•一•一•一•一•一•一•一•一 •一 •一 •一• 一•一•一•一•一•一•一•一-·--------

ロ竃墳の構成

◇讚馳のポイント

温

• 

.m .̀.し"'にしたljずるなどの下皐膚をず私．また、子ピもたち
が●が1:;:;なるように十分な量を閏重下知北：もに．使いやすいように糟類：：：ヒ1:分けて配墨する．

グリやコつぼ.,,くりなピ内白然袖や』空さ箱なピ内廣討、セロテープなどの遁具を梗いたい囀に日分たちて出して選ぺるよう1:配置ずるヒとも
＇：．子どもの・菫や状況に応じたクイミングて素村や道具a損示ずる．

¢道びが兌鴫してい←ように、様子蚤見ながら●をかけたり、子ピもの喝いや気付さに共感1..-1':.9Jして員 IJIこ!!:Ifふ

¢共遍の日的全鵞繊して遍びむ遺められるように」揮'“"の嶋では、作→→＂“紹介 したIJ,気対さや噌えを出L台つたIJしてみんなて共宥下るよう
＇：ずる．出たJ国りに対では．rどうしたらいいか』をみんなて賓えたり絹諜したりするよう1:促し、讀：洟憲を子ピもと一楕iが青えふ

ぐ

，主体的に邁ぶ．
葦材の性質や遍具蚤うがg.“が9ージを寛 ・友だちの噸えに紺凡 断しい噌え合生み出ず喜

叫や客さん如1J顎咋豪しみながら，関わI品芦．次心見遍Lヤ ・遵びをよ

合 IJJ専には託り合いをつIf
して協力ずる．

だちのよI：： 鼠付さ」白力も改＂人汎て遵ぷ畳
り方に ， ＜・ よ（ずるためにピうLたちぃ 、`かを えたりずふ
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○学びのプロセス：生活科での学びの様子をまとめたもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学びのプー←ー ・層．心 ---- ... — J 9. --• ～ ← ・一m • h m - -

一皐元日樽

な

這くなl..
-~·,,,土 . ,o, s...わ

みての箱と作るときは、角t台
せるヒされいl:f'Iれる．
ダ＇」ご王 It、I寸つ疇ャ勺景：→盲
るとよ(1わる．

らな.., 

ー・一・ー・一..-• -., -..一•一

選びを嘗!JiIiそうとして i ＇` 

か1た．』いろんな政が i 
た、 ，

ー・・一・-・一・• 一 ・ ・ ー ·-· 一 • 一

令腹の学奮と内つなが’J
orさせっtなかよしふ中」
02年生生沿駐

r作，，てためしも
03年主悶科

『I・ぜんのかんヤ→』

＇ 
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＜教材等の成果と課題＞ 
 

・遊びのプロセス、学びのプロセスを作成することにより、保育者および授業者は自分の実践

と子供の遊びや学びの流れを振り返ることができ、カリキュラムの検証・改善にむけて、役

立っていた。 

・保育や授業の単元などの流れ、ねらいなどが明記されているため、カリキュラムの実践する

うえで、教職員や保育士が取り組みやすくなった。 

・遊びの重要性について、わかりやすかった。 
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５－３．その他の支援 

＜その他の支援の概要＞ 

○保護者への啓発のための資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○市報での地域への紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

紐生［まga：を包也の名 ； ：）卜 1 ＊毎年痴磁璽看会で配n,Jヽ匹 ゃ地域の幼児令；；；：：：匂行

幼児教胃では、道びを過して小学校以隣につながる3つの資賃・能力（「知識及び技蛯の基遭」・「思警力，判断力、表現力等の基礎J・「学びに日かう力、人闊性等J)を冑むことが求められています。この資舅・能力が冑まれると、「幼児

期の終わりまでに冑ってほしい姿」 (『 10の姿J ・ ・ ・①健廉な心と体ハ2自立心／〇協同性／④道憶性・搾範青譜の芽生え／⑤社会生活との関わり／⑥患書力の芽生え／⑦自然との関わり •生命尊重／0徽·や図形、 構識や文字などI\

の関心・感覚／⑨言葉による伝え合い／⑩豊かな感性と表現）が見られるようになります。Ill郎幼帷園では、次のような敦冑活動を履開し、遊びを通した学びを小学校での生活や学醤へとつなげています．

一①「口む心と体」 I. . ~可 Fm口こ 1 ③ “荘・躙暉瓢碍生えJi 「てm：会生活との田）」

|、 I 皐□tヱil直 → l•i~J

8.家庭・地域との連携

l 
ー9- l i 

「忍行ごっこ」(5月）

友／こ虹一幅1こ固定這呉などに撓戟4る中
で、自分なりに遊び！ぺを考えたり友／3,>の姿
にふ'i!1を受lJIーりし、逓只0}使いかこ注意し

ながら身体を動かJ ことを亭ぶむ •． 
«小学如は••»

見過しや自分なり0)めあてをも 3て

王 ゃ宇習を； る力につながりま;.

「シャポン玉あそぴJ(6月）

自分なりに考えい）、 予測したり、上夫したリ、

反にちの考えを町り入れ1ーりしながらシャA炒
玉が）やンャボン玉あそび用の返呉炉）を9」
し＼くり返し試して楽しみまf•

• 
≪小学名[cl;!・・・≫

探求心をとつて考えい）試し1ーり
；ることで、主休的に問包を解決し
ふJと Jる態1!1につながりま;.

99  

広●たけた3月そ

今月の目次ーLImup-

, .〇●ブログラムで子どもの9びや
百ちのベーズをつ●げよう

s nH切 互
, ..,(ス． n●市コミュニテイバス

4月1日か匂イヤ改正のお燭らe
a エネルギー ・●●品●格"..胃舅

豆雰給付會のご吝内
，．暉9謙絹細をお切なく
90 ●くも’ル’"”からのお知らせaか
" た99たしトビ9クス
92た99たんカレンダー
94..コーナー
95体日・夜日9Eてユ冨区甕ぽか
96た99たんインフ9ほか
n）建箪で百む1人喪恵2の・曳jほか
29 E•零へ行こう ＇
29グランカ匹知＂らも ／99ごと
23 nm』 王丘•まつり l孟行
24 ●iO璽雙勺く"'亀9往Bめでとうut,

冒 ：よる

「チャレンジあそび」（一年中）

友13ら同Jでコツを教入合いながう、石玩・
ングや9シJーサ、なわとび、 こま回しなどに
くり返し撓けしまJb t運し．て自乞を •JI/ 、自
分13玖 賢『しじ1遊びカ-<.,考えて楽しみまJu． 

«,J"l'lllでは→ ·• ≫ 
自臼をしつて活閏し、 学習l3糾リ

祖く取り岨む力につながりまむ

『朝顔の穀培J(5月ヽ7月）

59j1こ種をまきまJ．呂E9水やり乞する中で、気
JぃLことを友1辻らと伝えか洪感しながら囀
額(I)生竺を享しみまむ”'に,"るとヽき瓦心
花が朕さ、しぼんだ花を使って色水遅d•し楽し
みまJ. • ≪小子枚L・1ま・・≫

自然物への理鱗や知識が濱かなし
のになり、命を大切にしよ）とJる

愚度につながりま3.

•--.、-.. 

「カエルごっこ」(6月）
クつ人みんなでhlルになりきつて避ぷ中で
イメージゃ頴いを共1iし、互いに考え乞出し
合し'‘.L文しいJ協JJしたりして稟し，，まJu

（令和5年度Iり加）レ0ば滓 J<9JIJ99]お店
臣aIuごJこにまで発展していきましら）

• «<J"i'lltでは•·»
宇縁で(])稟団活動(])中でJキ通(])目

的に向か）て友だらと1iiJ]し字び合う
姿につながりまむ

R「叡●や園形．禰識や文字などへの

謁心・鴫寛J

．← -一

友/~,5と弓えを出し合い一緒にJごろくや
カルタを作9て遥ぷことで、文字や数字に親し
みまむそして、楽しく逝ふ中で、文字や数字0}

必要t1に気Jさ舅瓜糾1つJ.)になりまむ． 
≪小学校で1ま・＞＞

字1!lに関心をb.9て双り組み、実懲を
伴91一湮解や、 学ん／こことを円常生活の
中て活用Jる態度に」ながりま~.
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協）」して透びをJむがら,1・で、きま）の必要忙
に気．9き．自分たらでルールを作り、守りなが

らtf_,.1.遥びを楽しみ茎む• «,Je;屯では•»
祖手の事し考人て自分の気15らや

h動を調整し、学校生活を楽しく
過ごdことにつながりま..

・ふ
「秋のお店鼠さんごっこ」(11月）

クJ人かんなてが）にいJ；品を相表し、秋0)

自然切を便 9て商品や宮板など必雙な切）を
作りまれ そして、本物のお区屋さんの禄子を
自分1ーらなりに阿現しながら、J氾呈こんと
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«小学校では• •» 

自分が1111心乞HっI3情報を積極的
に四り入れ、宇びを深めることにつな
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”’ 
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≪小学校では．・≫

音楽や遍形、身体を使」た宇こなど、
感仕を働かU，表現Jることを某し心

活動につながりま,.
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６．本事業に取り組んだことによる成果 

６－１．自治体における成果 

 

＜自治体における成果＞ 
○令和４年開発会議に開発会議にて出された課題 

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が策定されたが、具体的なカリキュラムの工夫

や教育方法の改善あるいは幼保小の連携の手がかりとして十分機能していない。 

・スタートカリキュラムとアプローチカリキュラムがバラバラに策定され、理念が共通して

いない。連携が行事の交流等にとどまっている。 

（開発会議委員の意見 ※抜粋） 

・なぜ竹田市が架け橋プログラムに取り組むのか 

・知識は以前の子より多いが、集団行動ができないと感じる。何が違うのか。 

・体の発達については、２０年前は注目されていなかった。社会が変化して子どもは

変わった。（所得・共働き等） 五感をしっかり使えば、体は発達する。 

・この時期は、「愛着形成」をしっかりすることが重要。家で愛情注がれると子ども

は安定する。保護者との協働が重要である。 

・三つの間（時間・空間・仲間）がなくなってきている。 

・各園での学びを考えておらず、一度リセットしていた。幼児教育と小学校教育が相

互を理解する事が重要。 

 

○課題に照らして 

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が保育参観や授業参観をする際の視点となるこ

とで、連携の手がかりとして機能し始めた。 

・全員参加のアンケートから「竹田市の期待する子ども像」を策定し、さらに、カリキュラ

ムの南部幼小モデルとつなげたことで、幼小接続の方向性が確立されてきた。 

・合同研修会を重ねるごとに内容の理解が図られ、小学校区単位での合同研修会が実施する

ことができてきた。 

・各園・各校にて、体つくりにつながる運動や遊びが実施されてきている。 

・今後も続けていく必要性が、職員の声から上がっている 
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＜定量的・定性的な調査結果＞ 

 

幼保小架け橋プログラムに関する「竹田市カリキュラム開発会議第２作業部会」の調査研究

活動では、「タケタン体操」の効果と併せ、架け橋期（５～６歳）にどのような取組を行え

ば、子どもの体（認知機能）の発達を促すことができるかを検証してきた。 

教育施設に対しては、専門家（作業療法士）から個々の子どもの発育状況に関する情報提供

や運動のあり方など専門的な知見の提供を行った。 

その結果、運動機能の発達が見られただけでなく、授業中の姿勢が改善され、落ち着いた環

境で学ぶことができていた。保護者にとって育てやすい状況を作るだけでなく、家庭でも取り

組める取組のため、大変喜ばれ、保護者からも望まれている取組である。 

 

 

 

 

WAVES検査から判明した「体づくり」の大切さ

WAVES検査結果と阜元テスト成 (J) 

． 
L

↑
A
-
9
9
1

11

6

q
 

．
 

「からだ」と「まなび」1こ1ま、 I
強い相関関係がある

様々な「あぞび」を通して，
体を整える必要性

“m  

こ‘]か』Fs:;

9 .. 911 

A園 （年長児）
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2023年6月 （平均15秒）

※様々な文献(2.3.4)を参考に

6歳児の平均数値：30~45秒

5歳児の平均数値； 10~30秒
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６－２．園校における成果 

 

＜先生方の指導と子供の姿の変容＞ 

最初に作った架け橋期のカリキュラム作成から、モデル園・校では実践を行いながら見直し

を行ってきた。その中で先生の指導については、実践を通じて変容してきた。それらを効果的

な指導として架け橋期のカリキュラムの「指導上の配慮事項」としてまとめてきた。 

 

（幼児教育） 

□活動を展開するのにふさわしい環境の構成（遊具・用具・素材の種類、数量、配置等） 

◇子どもの興味・関心を引き出す導入の工夫 

◇見通しをもったり、振り返ったりできるように場を設ける 

◇「どうしたい？」「どうする？」など、子どもの考えを引き出す言葉かけを行う 

◇自分の思いを伝えたり、友だちの考えを聞いたりする場を設ける 

◇見守る、一緒に活動する、共感するなど場に応じた言葉かけや援助を行う 

◇友だちの姿から、良さに気づいたり、刺激し合ったりできるような言葉かけを行う 

 

（小学校教育） 

□安心して学べる環境構成→・見通しをもってできる・視覚的に理解できる・協働的に学

べる 

◇「スタートカリキュラム」の時期は安心して学習がスタートできるように、音楽や読み

聞かせ等を１時間目に行う 

◇関わりを広げる支援→ペア・グループ・学級・学校全体へ        

◇体験活動を取り入れる  

◇課題への出合わせ方、児童の意識の流れ、振り返りを大切にした指導計画 

◇「園ではどうしてた？」「どう思う？」「どうしたらいいと思う？」など経験の想起・

思考を促し、交流し合う言葉かけを行う 

 

とくに、「どうしたい？」「どうする？」「園ではどうしてた？」などの言葉かけは、幼児

教育施設や小学校１年生の担任に限らず、小学校のその他の学年の先生も使うようになり、主

体的な活動が増えてきている。研修等では、小中連携での応用まで声が聞かれるようになって

きた。 
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＜保護者の反応＞ 

（開発会議に参加した保護者の感想） 

○当初事業説明を受けた時は、まったく理解ができず、保護者には関係のない話ではないのか

と思っていたが、会議に参加していくことで事業の趣旨や目的、子どもたちの目指す姿が理

解でき、先生方だけでなく、保護者の理解・協力も必要だと感じました。 

○このカリキュラムがスタンダードになるまでは、先生方、特に一年生の担任の先生の負担は

多くなるのではと感じます。幼保の学び、それを踏まえての小学校での教育。今後も幼保小

の交流、先生方も含めて継続し、子どもたちに係る全ての人達が協力していければと思いま

す。 

○２年間しているとわかってくるもんだな。そういう趣旨でそういう取組をしているんだ。保

護者も理解できるんだなと思いました。しかし、そこまで来るのに、すごく時間が掛かりま

す。課題としては、今後も子どもを取り巻く様々な家庭環境を考えながら保護者にきちんと

伝えていく努力をすることだと思います。保護者にとってわかりやすい取組にする必要があ

ります。 
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７．今後の課題と展望 

 

（開発会議の委員の意見） 

 

○１年目はカリキュラムを作成する事が、目的と考える発言が散見されたが、年度を重ね、子

どもの学びを円滑に接続する事が、目的であるという事が浸透してきていると感じる。それ

を支えたのが、合同研修会だった。担当者だけでなく、多くの職員の参加を促したのが、効

果的だったのではないだろうか。２年目からは、各校区で合同研修会が企画・運営されはじ

め、持続的な取組への布石となっており、これをより自律的なものへとすることが大事だと

考える。（小学校） 

 

○幼保小架け橋プログラムに参加して幼児・児童に対する意識が変わりました。入学時の児童

の発言や行動を「こうしなければ」という教師側の指導ではなく「どうしたい？」と児童主

体に考えられるようになりました。カリキュラムを作成する中で、幼児期の育ちを生かす難

しさ、そして大切さを感じました。またこれからも、校種を跨ぐ取組のため、市教委の支援

も欠かせないと思います。今後も、この取組が幼保小中一貫と言われるような竹田市の教育

の礎になる事を期待しています。（小学校） 

 

○幼児期から小学校までの育ちや学びを連続性という視点から捉え直し、カリキュラムを作り

上げたことが大きな成果と考えています。また、架け橋期に育てたい資質や能力を共有する

ことで、保育活動や学校での学習活動のめざす方向性がより明確になったのではないかと思

います。 

 

○本研究を通して小学校教職員の意識にも変容が見られ、幼児教育施設での遊びを通した学び

を意識した指導が見られるようになりました。今後は、この取組が持続的に取り組まれるよ

うにその体制づくりをしていきたいと考えています。（小学校） 

 

○幼児教育保育施設で子どもを預かった時から連携は始まっている。基本的な生活習慣から始

まり。様々な体験をすることが、それ以降の学びに向かう力の土台に繋がっていく。一人ひ

とりの子どもに目を向けて寄り添い、支えていくことを考えていきながら、架け橋期の子ど

もたちの姿について幼保小の立場を超えて話し合うことが何より大切だと思う。３年間のモ

デル地域としての取組は終わるが、合同研修会などは引き続き開催して、みんなで学ぶ機会

を作ってほしい。卒園児の小学校での様子なども聞いて、自園の保育や教育についてもふり

かえりたい（幼児教育施設） 

 

○この３年間の事業がどれだけ竹田市の教育保育施設に浸透し、継続していけるかが課題にな

ると思います。幼保小でカリキュラムを作成し、それぞれの地区で交流会や連絡会を進めて

いき、振り返りや意見交換を充実させていくことが架け橋の第一歩になると思います。まだ

まだ幼保小の連携について理解や知識が浅いので、協議会でも研修や公開保育を実施し、子

どもの学びや育ちについて勉強できる機会を設けていきたいです。（幼児教育施設） 

 

○３年間を振り返って、質の高い専門的支援ができたか不安ですが、私にとっては良い経験で

あり、子どもたちの成長に携わることができ、嬉しく思います。一言でいうと、「楽しかっ

た」です。この活動は、専門家が幼保小に入るだけでは前に進みません。先生方の協力があ

ってこそ、子どもたちの成長につながる活動だと思います。３年前から比較すると、先生方

が専門的な視点で子どもの話をする事が増え、子どもの成長だけでなく、先生方の吸収力の

高さにも驚きました。ご協力にとても感謝しています。今後も継続して、このような活動が
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できたらと思うと同時に、必要性も感じています。（作業療法士） 

 

○国のモデル地域として令和４年度から始まった「架け橋期のカリキュラム」の開発は、南部

幼稚園と南部小学校をモデル校園に設定したことが大きなポイントだったと思います。この

南部幼小のモデルカリキュラムが先行事例となり、竹田市のみならず、大分県全体の「架け

橋期のカリキュラム」の充実につながっています。とても感謝しています。これからも、架

け橋期の教育の充実に向けて、継続・進化させていくことを願っています。 

（県幼児教育センター） 

 

○これまで，竹田市の架け橋期のコーディネーターとして，モデル校園である南部幼小の皆さ

んと一緒に試行錯誤しながら「架け橋期のカリキュラム」作成に取り組んできました。作っ

て終わりではなく，このカリキュラムを真ん中に置いて、園と小学校が協働して子どもたち

の学びをつないでいくことが大切です。「しんけん遊ぶ子」から「しんけん学ぶ子」へ，

「つなぐ・つながる」を合言葉に，持続可能な取組となることを願っています。 

（県幼児教育センター・架け橋期のコーディネーター） 

 

○自治体が掲げる目指す子ども像を「幼児教育施設」と「小学校」が共有し，その実現に向け

て架け橋期カリキュラムを作成することで，個々の学校園に留まらず，竹田市全体での取組

として進めることができたと思います。今後は，モデル校園の実践を踏まえて作成された架

け橋期カリキュラムを踏まえ，すべての校園でカリキュラムの作成・実施がなされることを

期待します。そして，今回の事業をきっかけに，竹田市で架け橋期カリキュラムの作成，実

施，改善のサイクルが「文化」として根付くことを願っています。（大学教授） 
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８．まとめ 

 

３年間の取組をまとめると 

 

１．取組の進展と課題 

○認識の変化：初年度はカリキュラム作成が主目的だったが、年度を重ねるごとに「子ども 

の学びの接続」が目的であるという共通認識が広まった。 

○合同研修会の効果：多くの職員が参加する合同研修会が、認識の深化と持続可能な取組の

基盤を築いた。 

○持続的な運営：各校区での研修会運営が進む中、自律的な活動への移行が重要。 

 

２．カリキュラム開発の成果 

○資質・能力の共有：架け橋期に育てたい資質や能力が明確になり、幼児教育と小学校教育

の連携が深まった。 

○「遊びを通した学び」の意識浸透：幼児教育の視点を理解し、小学校教員の指導意識が変

容。 

○継続の課題：事業が終了後も持続的に浸透させるため、交流会や連絡会の充実が必要。 

 

３．幼児教育と小学校教育の連携 

○幼児の力の理解促進：小学校教員に対し、幼児の持つ力を知ってもらうことが重要。 

○生活習慣の重要性：基本的な生活習慣の定着が、学びの土台となる。 

○医学的知見の活用：乳幼児期からの運動プログラムが、バランス能力向上に寄与。 

 

４．多職種協働の重要性 

○専門家と現場の連携：保育・教育現場の協力が、取組成功の要因となっている。 

○架け橋期カリキュラムの意義：園と小学校の協働により、継続的な学びの接続が可能。 

○障がい児支援の必要性：障がいの有無に関わらず、切れ目のない支援の継続が不可欠。 

 

５．今後の方向性 

○全市的な取り組み拡大：竹田市全体の園・学校に展開し、自治体の目指す子ども像の共有

が求められる。 

○保護者の理解と協力：取組の意義が徐々に伝わりつつあるが、家庭環境に応じた情報発信 

の工夫が必要。 

○小学校教員の負担軽減：幼保小の協力により、小学校１年生担任の負担軽減が期待され

る。 

 

以上のような成果と課題が明確になってきた。 

 

子供の関わるすべての人が立場を超えて協働していくには何よりもお互いを知ることが重要

で、一番はじめにすることでもある。そのためには、まずは、幼児教育施設また、小学校への

参観し、子供の姿から指導を振り返る事ができるようすすめることが重要であり、その日程調

整等が困難に思えるが、取組が進む最大の効果を生むことがわかったことがこの３年間の最大

の成果である。 

 

それを踏まえ、持続的な展開に向けて、来年度の方向性として、 
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「たけたんスマイルブリッジプロジェクト」として架け橋期のカリキュラムを展開していく 

 

（具体的取組） 

 

○幼小連携担当による合同研修会の日程調整（４月） 

 

○スタートカリキュラムの検証（１年部会）（５月） 

 

○各小学校区による合同研修会①（授業参観＋協議＋研修）（５～６月） 

 

○新たなモデル校、モデル園による授業公開研究会 

 

○合同研修会②（保育参観＋協議＋研修）（８～11月） 

 

○作業療法士による体つくりの取組「あそびの森 Taketan Play Forest」：全園・全校 

 

○地域保護者への啓発 

 

○幼保連携の推進：竹田市幼児教育アドバイザーによる訪問支援 

 

 

 




